	業 務 処 理 区 分
	コード
	入力方式

	国債振替決済
	照会
	残高
	７４４１０１
	オペレータ１鑑


	概　要
	


オンライン振決参加者が、自己の参加者口座の照会時点における国債残高（注）を照会します。

（注）償還期日（分離利息振決国債においては利子支払期日）が到来していない銘柄の国債残高を対象とします。

	入力画面
	


（基本領域）

	■744101 国債振替決済・照会
■残高

	種別
	 ① 

	口座区分
	 ② 　口座区分を指定する場合のみ入力

	銘柄
	　　　③　　　　コード検索　 銘柄を指定する場合のみ入力

	□入力データ固定　　　　　　　　　　　　　　　　　連　続　　　実　行　　キャンセル


	入力手順
	


①　　種別コードを入力します。
（例）信託口１……［01］

種別名なしの種別の場合には、入力を省略することができます。

②および③を入力しない場合には、①を入力後 実行 ボタンを押します。

②　　口座区分コードを入力します。
（例）自己口Ⅰ……［01］

口座区分を指定する場合に入力します（指定しない場合には、照会対象の国債残高が存在する全口座区分が対象となります。）。

③を入力しない場合には、②を入力後 実行 ボタンを押します。

③　　銘柄コードを入力します。
（例）利付国庫債券（１０年）第３０１回……［JP1103011969］ 
銘柄を指定する場合に入力します（指定しない場合には、照会対象の国債残高が存在する全銘柄が対象となります。）。

③を入力後 実行 ボタンを押します。
	出力帳票
	


日本銀行は、「共通受付済応答」（Z***-*****）を送信し、また、次に掲げる出力帳票に関する電文を送信します。
（別領域）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7441-00100）
	国債振替決済残高

参加者　    　　　　　　　　（注１）　　種別　  　　　　　　　　（注２）
銘　柄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口座区分　　　　　 　　国債残高（円）

（注３）
            　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　                    

　　　　　　　　　　　　　　　　（注４）




（注１）振決参加者の金融機関等コードおよび金融機関等名が表示されます。

（注２）種別コードおよび種別名が表示されます。ただし、種別名なしの種別の場合には、種別名は表示されません。
（注３）照会対象の国債残高がゼロの場合には、「該当データなし」の旨が表示されます。
（注４）明細数が１，８００明細を超える場合には、１，８００番目まで明細を出力後、「＊＊＊　他、国債残高あり　＊＊＊」と表示され、残りの明細は表示されません。なお、明細については、銘柄・口座区分ごとの各明細（各１行）を１明細とします。
	業 務 処 理 区 分
	コード
	入力方式

	国債振替決済
	照会
	受払済状況
	７４４１０２
	オペレータ１鑑


	概　要
	


オンライン振決参加者が、自己の参加者口座の受払済状況（注）を照会します。

（注）照会日を受払日とし、自己を払出先参加者または受入先参加者とする実行済の受払（国債振替決済関係事務以外の事務にかかる受払を含み、償還による払出および分離利息振決国債の利払による払出を除きます。）の件数および額面金額を指します。
なお、オンライン請求分のみでなく、書面請求分も照会できます。

	入力画面
	


（基本領域）

	■744102 国債振替決済・照会

■受払済状況

	種別
	 ① 

	口座区分
	 ② 　口座区分を指定する場合のみ入力

	銘柄
	　　　③　　　　コード検索　銘柄を指定する場合のみ入力

	□入力データ固定　　　　　　　　　　　　　　　　　連　続　　　実　行　　キャンセル


	入力手順
	


①　　種別コードを入力します。

（例）信託口１……［01］

種別名なしの種別の場合には、入力を省略することができます。

②および③を入力しない場合には、①を入力後 実行 ボタンを押します。

②　　口座区分コードを入力します。

（例）自己口Ⅱ……［02］
口座区分を指定する場合に入力します（指定しない場合には、照会対象の受払にかかる全口座区分が対象となります。）。

③を入力しない場合には、②を入力後 実行 ボタンを押します。

③　　銘柄コードを入力します。

（例）利付国庫債券（１０年）第３０１回……［JP1103011969］

銘柄を指定する場合に入力します（指定しない場合には、照会対象の受払にかかる全銘柄が対象となります。）。

③を入力後 実行 ボタンを押します。

	出力帳票
	


日本銀行は、「共通受付済応答」（Z***-*****）を送信し、また、次に掲げる出力帳票に関する電文を送信します。
（別領域）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7441-00200）
	国債振替決済受払済状況

受払日　        
参加者　    　　　　　　　　（注１）　　種別　  　　　　　　　　（注２）
銘　柄　　　　　　　 　　 　　　　　　　　　　　口座区分　－－－－－ 受 －－－－－　－－－－－ 払 －－－－－

相手先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　件数　　　額面金額（円）　 件数　　 額面金額（円）

（注３）
             　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　
         　　　　　　（　　　　　　　）　　　　（注４）　　  　    　　　          （注５）　     　　　　　　　（注５）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注６）




（注１）振決参加者の金融機関等コードおよび金融機関等名が表示されます。
（注２）種別コードおよび種別名が表示されます。ただし、種別名なしの種別の場合には、種別名は表示されません。

（注３）照会対象の受払がない場合には、「該当データなし」の旨が表示されます。

（注４）相手先のない受払（新規記録、証券受入、登録国債による受入、元利分離、元利統合またはその他の事由により日本銀行が行う相手先のない受払をいいます。）の場合を除き、相手先の参加者・種別・口座区分コード、金融機関等名、種別名および口座区分名が表示されます。ただし、種別名なしの種別の場合には、種別名は表示されません。
（例）みずほ銀行・種別名なしの種別・自己口Ⅰ

……「00010001 みずほ　　　　 　　　　　　　　自己口Ⅰ」

三菱ＵＦＪ銀行・分別管理口・自己口Ⅰ

……「00053001 三菱ＵＦＪ （分別管理口　　）　自己口Ⅰ」
（注５）銘柄・口座区分・相手先ごと（（注４）の場合には銘柄・口座区分ごと）の受払の件数および額面金額の合計が表示されます。

（注６）明細数が７００明細を超える場合には、７００番目まで明細を出力後、「＊＊＊　他、受払済件数・額面金額あり　＊＊＊」と表示され、残りの明細は表示されません。なお、明細については、銘柄・口座区分・相手先ごと（（注４）の場合には銘柄・口座区分ごと）の各明細（各２行）を１明細とします。
	業 務 処 理 区 分
	コード
	入力方式

	国債振替決済
	照会
	受払済明細
	７４４１０３
	オペレータ１鑑


	概　要
	


オンライン振決参加者が、自己の参加者口座の受払済の明細（注）を照会します。

（注）照会日を受払日とし、自己を払出先参加者または受入先参加者とする実行済の受払（国債振替決済関係事務以外の事務にかかる受払を含み、償還による払出および分離利息振決国債の利払による払出を除きます。）の明細を指します。
なお、オンライン請求分のみでなく、書面請求分も照会できます。
	入力画面
	


（基本領域）

	■744103 国債振替決済・照会
■受払済明細

	国債受払区分
	 ① 　受入：１　払出：２

	種別
	　②　

	口座区分
	　③　

	＊相手先＊

	参加者・種別・口座区分
	　　 ④ 　　

	

	銘柄
	　　　 ⑤ 　　　　コード検索

	□入力データ固定　　　　　　　　　　　　　　　　連　続　　　実　行　　キャンセル


	入力手順
	


①　　国債受払区分コードを入力します。
受入……［1］

払出……［2］

②　　種別コードを入力します。
（例）信託口１……［01］
種別名なしの種別の場合には、入力を省略することができます。

③　　口座区分コードを入力します。
（例）自己口Ⅱ……［02］

④　　受払の相手先の参加者・種別・口座区分コードを入力します。
（例）みずほ銀行・種別名なしの種別・自己口Ⅰ

……［00010001］

相手先のない受払（注）以外の場合にのみ入力します（入力がない場合には、相手先のない受払の全明細が対象となります。）。
（注）新規記録、証券受入、登録国債による受入、元利分離、元利統合またはその他の事由により日本銀行が行う相手先のない受払をいいます。以下この業務処理区分において同じです。
⑤　　銘柄コードを入力します。
（例）利付国庫債券（１０年）第３０１回……［JP1103011969］
⑤を入力後 実行 ボタンを押します。
	出力帳票
	


日本銀行は、「共通受付済応答」（Z***-*****）を送信し、また、次に掲げる出力帳票に関する電文を送信します。
（別領域）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7441-00300）
	国債振替決済受払済明細表
受払日　        
払出先　        　　　　　　　　　（　　　　　　　）　　　　　（注１）
受入先　        　　　　　　　　　（　　　　　　　）　　　　　（注２）
銘　柄　            　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
受付番号　　　　　 額面金額（円）　　摘要
（注３）

          　　                   　　  　　　　　　　　　　　　　（注４）




（注１）「受払済明細」において国債受払区分に受入を指定した場合には、相手先のない受払を除き、相手先の参加者・種別・口座区分コード、金融機関等名、種別名および口座区分名が表示されます。同区分に払出を指定した場合には、自己の参加者・種別・口座区分コード、金融機関等名、種別名および口座区分名が表示されます。ただし、種別名なしの種別の場合には、種別名は表示されません。

（例）みずほ銀行・種別名なしの種別・自己口Ⅰ

……「00010001 みずほ　　　　 　　　　　　　　　　自己口Ⅰ」

（注２）「受払済明細」において国債受払区分に受入を指定した場合には、自己の参加者・種別・口座区分コード、金融機関等名、種別名および口座区分名が表示されます。同区分に払出を指定した場合には、相手先のない受払を除き、相手先の参加者・種別・口座区分コード、金融機関等名、種別名および口座区分名が表示されます。ただし、種別名なしの種別の場合には、種別名は表示されません。

（例）三菱ＵＦＪ銀行・分別管理口・自己口Ⅰ
……「00053001 三菱ＵＦＪ （分別管理口　　）　自己口Ⅰ」
（注３）照会対象の受払がない場合には、「該当データなし」の旨が表示されます。
（注４）以下の場合には、摘要名（「振替」）の後にそれぞれ以下の文言が表示されます。
イ、国債資金同時受渡にかかる受払（個人向け国債の中途換金にかかる受払および国債売買関係事務にかかる受払を除きます。）の場合　 ････････「ＤＶＰ」

ロ、国債資金同時受渡（香港）にかかる受払の場合　････････「ＣＢＬ」

	業 務 処 理 区 分
	コード
	入力方式

	国債振替決済
	照会
	個人向け国債売渡
（中途換金）明細
	７４４１０４
	オペレータ１鑑


	概　要
	


オンライン振決参加者が、照会日当日またはその翌営業日を受払日とし、自己を払出先参加者とする「個人向け国債売渡申込（中途換金）」（取消されたものを除きます。）の明細を照会します。
なお、オンライン請求分のみでなく、書面請求分も照会できます。
	入力画面
	


（基本領域）

	■744104 国債振替決済・照会
■個人向け国債売渡（中途換金）明細

	受払日
	　 ①　 

	売渡済否区分
	 ② 　済：１　未済：２

	□入力データ固定　　　　　　　　　　　　　　　　　連　続　　　実　行　　キャンセル　


	入力手順
	


①　　受払日（照会日当日またはその翌営業日に限ります。）を入力します。
年月日（和暦または西暦のいずれか一方）を入力します。

（例）令和４年６月２０日　（和暦）……［040620］

　　　　　　　〃　　　　　（西暦）……［20220620］
照会日当日を受払日とする場合には、入力を省略することができます。

②　　売渡済否区分コードを入力します。

済……［1］

未済……［2］

照会日の翌営業日を受払日とする場合において、「１」を入力したときは、エラーとなります。

②を入力後 実行 ボタンを押します。
	出力帳票
	


日本銀行は、「共通受付済応答」（Z***-*****）を送信し、また、次に掲げる出力帳票に関する電文を送信します。

（別領域）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （7441-00400）
	個人向け国債売渡（中途換金）明細表　　　　　　　　　（注１）
受払日　　　　　
売渡済否区分　 　　　
参加者　　　　　　　　　銘　柄　　　　　　　　　　　　　　　　　　口座区分　　　  受付番号（中途換金）

売渡代金入金店舗　　　　　　　 　　　　　　　額面金額（円）　　　 売渡代金（円）  受付番号（ＤＶＰ）

（注２）

　　　　　　　　　　（注３）            　　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　 　　　　　（注４）
（           　　　　　　　　）（注５）

　　　 　　　　　　　　    　　　（注６）     　　　　　　　　     　　　　　　　　　　　　　　（注７）

合　計　　　　　　　　　　　　　           　　　　　　　　（注８） 　　　　　　　　（注９）
                　　　　　　　　　　　　　　　　（注１０）



（注１）照会日当日を受払日と指定し、かつ、受払日の午前１１時以後に照会した場合（「個人向け国債売渡（中途換金）明細」において売渡済否区分に未済を指定した場合に限ります。）において、売渡代金入金店舗の指定の誤り等の事由により、国債資金同時受渡依頼が行われなかった明細があるときは、「＊＊＊エラー発生分＊＊＊」と表示され（当該明細については、（注７）の受付番号が表示されません。）、それ以外の明細とは別葉で出力されます。
（注２）照会対象の「個人向け国債売渡申込（中途換金）」がない場合には、「該当データなし」の旨が表示されます。
（注３）振決参加者の金融機関等コードおよび金融機関等名が表示されます。
（注４）「個人向け国債売渡申込（中途換金）」の送信時に付番された受付番号が表示されます。

（注５）「個人向け国債売渡申込（中途換金）」において売渡人の入力が行われた場合にのみ、当該売渡人の金融機関等コードまたはＢＩＣコードおよび金融機関等名が表示されます。

（注６）売渡代金入金店舗の金融機関等店舗コードまたはＢＩＣコードおよび金融機関等店舗名が表示されます。
（注７）照会日当日を受払日と指定し、かつ、受払日の午前１１時以後に照会した場合には、国債資金同時受渡依頼が行われた明細について、同依頼が行われた時に付番された受付番号が表示されます。

（注８）（注１０）の場合を除き、全明細の額面金額の合計が表示されます。

（注９）（注１０）の場合を除き、全明細の売渡代金の合計が表示されます。
（注１０）明細数が６００明細を超える場合には、６００番目まで明細を出力後、「＊＊＊　他、売渡明細あり　＊＊＊」と表示され、残りの明細および合計行は表示されません。なお、明細については、銘柄・口座区分・売渡代金入金店舗ごと（（注５）の場合には売渡人・銘柄・口座区分・売渡代金入金店舗ごと）の各明細（各２行。ただし、（注５）の場合には各３行。）を１明細とします。
	業 務 処 理 区 分
	コード
	入力方式

	国債振替決済
	照会
	元金配分額明細
	７４４１０５
	オペレータ１鑑


	概　要
	


オンライン振決参加者が、償還対象銘柄について、自己の参加者口座の照会時点における国債残高（注１）および同残高にもとづき計算した元金配分額等（注２）を照会します。
「元金配分額明細」の照会は、償還日の前営業日の午後３時以後、期日担保返戻が終了するまでの間は、実施することができません（注３）。また、償還日の２営業日前の日において、当日に期日担保返戻が行われる担保が存在しない場合においても、午後３時から数分間は、実施することができません。
（注１）償還日の前営業日の午後３時前に照会する場合には、日本銀行に担保として差入れられている振決国債の担保残高を加えた額となります。詳しくは、巻末の［参考］に掲載する計算式を参照してください。
（注２）元金配分額には物価連動国債の元本増加額を含みません。
（注３）期日担保返戻により自己が返戻を受ける担保が存在しない場合を含みます。また、照会日の２営業日後の日を償還日とする銘柄を指定する場合であっても、照会日が他の銘柄の償還日の前営業日に当たるときは、この期間中は実施することができません。なお、期日担保返戻については、利用細則（担保関係事務）の該当箇所の記載を参照してください。
	入力画面
	


（基本領域）
	■744105 国債振替決済・照会
■元金配分額明細

	種別
	 ① 

	口座区分
	 ② 　口座区分を指定する場合のみ入力

	銘柄
	　　　③　　　　コード検索　 銘柄を指定する場合のみ入力

	□入力データ固定　　　　　　　　　　　　　　　　連　続　　　実　行　　キャンセル


	入力手順
	


①　　種別コードを入力します。
（例）信託口１……［01］

種別名なしの種別の場合には、入力を省略することができます。

②および③を入力しない場合には、①を入力後 実行 ボタンを押します。

②　　口座区分コードを入力します。

（例）自己口Ⅰ……［01］

口座区分を指定する場合に入力します（指定しない場合には、照会対象の国債残高が存在する全口座区分が対象となります。）。

③を入力しない場合には、②を入力後 実行 ボタンを押します。

③　　償還対象銘柄の銘柄コードを入力します。
（例）利付国庫債券（１０年）第３０１回……［JP1103011969］

償還対象銘柄を指定する場合に入力します（指定しない場合には、照会対象の国債残高が存在する全償還対象銘柄が対象となります。）。

③を入力後 実行 ボタンを押します。
	出力帳票
	


日本銀行は、「共通受付済応答」（Z***-*****）を送信し、また、次に掲げる出力帳票に関する電文を送信します。
なお、下表に掲げる区分に従い、次の①および②の帳票の双方または一方が出力されます。

	区　　分
	出力帳票

	銘柄を指定した場合
	当該銘柄が償還時源泉徴収対象銘柄以外であるとき
	当該銘柄の国債残高があるとき
	①の帳票

	
	
	当該銘柄の国債残高がないとき
	①の帳票（注）

	
	当該銘柄が償還時源泉徴収対象銘柄であるとき
	当該銘柄の国債残高があるとき
	②の帳票

	
	
	当該銘柄の国債残高がないとき
	②の帳票（注）

	銘柄を指定しなかった場合
	国債残高がある償還対象銘柄に、償還時源泉徴収対象銘柄以外の銘柄および償還時源泉徴収対象銘柄の双方が存在するとき
	①および②の帳票の双方

	
	国債残高がある償還対象銘柄に、償還時源泉徴収対象銘柄以外の銘柄のみが存在するとき
	①の帳票

	
	国債残高がある償還対象銘柄に、償還時源泉徴収対象銘柄のみが存在するとき
	②の帳票

	
	国債残高がある償還対象銘柄がないとき
	①の帳票（注）


（注）「該当データなし」と表示されます。

①　償還時源泉徴収対象銘柄以外の場合

（別領域）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7441-00500）
	国債振替決済元金配分額明細表

参加者　    　　　　　 　（注１）　種別　  　　　　　　（注２）償還期日　      （支払日　      ）（注３）単位　円
銘　柄　　　　　　　（連動係数）　　　　口座区分　　　　　　　　　 国債残高　　　　　　　 元金配分額
（注４）
            　　　　（         ）（注５）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　                                                （注６）

計（注７）　                                               

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
合　計（注８）　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　                                                

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
総　計（注９）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　                                              



（注１）振決参加者の金融機関等コードおよび金融機関等名が表示されます。
（注２）種別コードおよび種別名が表示されます。ただし、種別名なしの種別の場合には、種別名は表示されません。
（注３）償還期日および支払日（償還日）が表示されます。「元金配分額明細」で銘柄を指定しなかった場合において、償還期日または支払日の異なる複数の銘柄が対象となるときは、償還期日・支払日ごとに別葉で出力されます。

（注４）照会対象の国債残高がゼロの場合（次の場合が該当します。）には、「該当データなし」の旨が表示されます。
・　「元金配分額明細」で償還時源泉徴収対象銘柄以外の銘柄を指定した場合において、当該銘柄の国債残高がないとき

・　「元金配分額明細」で銘柄を指定しなかった場合において、国債残高がある償還対象銘柄（償還時源泉徴収対象銘柄を含みます。）がないとき

（注５）物価連動国債の場合に限り、連動係数が表示されます。物価連動国債以外の場合には表示されません。

（注６）国債残高にもとづく元金配分額が表示されます。物価連動国債の元本増加額は含みません。

（注７）銘柄別の全口座区分の合計が表示されます。

（注８）全銘柄の口座区分別の合計が表示されます（複数の償還期日・支払日について出力される場合には、償還期日・支払日ごとに表示されます。）。

（注９）全銘柄の全口座区分の合計が表示されます（複数の償還期日・支払日について出力される場合には、償還期日・支払日ごとに表示されます。）。
②　償還時源泉徴収対象銘柄の場合

（別領域）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7441-00501）

	
国債振替決済元金配分額明細表

参加者　    　　　　　 　（注１）　種別　  　　　　　　（注２）償還期日　      （支払日　      ）（注３）単位　円
銘　柄　　　　みなし割引率（％）　　　口座区分　　　　　 国債残高　　　   所得税額　　　 所得税差引額

（注４）
            　　　         
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　                                （注５）              （注６）

計（注７）　                              　　　　             

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

合　計（注８）　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　                                　　　　             

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

総　計（注９）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　                              　　　　             



（注１）振決参加者の金融機関等コードおよび金融機関等名が表示されます。

（注２）種別コードおよび種別名が表示されます。ただし、種別名なしの種別の場合には、種別名は表示されません。

（注３）償還期日および支払日（償還日）が表示されます。「元金配分額明細」で銘柄を指定しなかった場合において、償還期日または支払日の異なる複数の銘柄が対象となるときは、償還期日・支払日ごとに別葉で出力されます。

（注４）照会対象の国債残高がゼロの場合（「元金配分額明細」で償還時源泉徴収対象銘柄を指定した場合において、当該銘柄の国債残高がないときが該当します。）には、「該当データなし」の旨が表示されます。

（注５）国債残高にもとづく所得税額が表示されます。

（注６）国債残高および所得税額にもとづく元金配分額が表示されます。

（注７）銘柄別の全口座区分の合計が表示されます。

（注８）全銘柄の口座区分別の合計が表示されます（複数の償還期日・支払日について出力される場合には、償還期日・支払日ごとに表示されます。）。

（注９）全銘柄の全口座区分の合計が表示されます（複数の償還期日・支払日について出力される場合には、償還期日・支払日ごとに表示されます。）。

	業 務 処 理 区 分
	コード
	入力方式

	国債振替決済
	照会
	利子配分額明細
	７４４１０６
	オペレータ１鑑


	概　要
	


オンライン振決参加者が、利払対象銘柄について、自己の参加者口座の照会時点における利子計算用残高（注１）および同残高にもとづき計算した利子配分額等（注２）を照会します。
「利子配分額明細」の照会は、利払日の前営業日の午後３時以後、「国債振替決済利子配分先変更処理（事前入力分）終了通知」（7413-01500）を受信するまでの間は、実施することができません（注３）。また、利払日の２営業日前の日の午後３時から数分間も、実施することができません。
（注１）照会対象の銘柄が分離利息振決国債の場合には、利子計算用残高は国債残高となります。ただし、利払日の前営業日の午後３時前に照会するときは、日本銀行に担保として差入れられている当該分離利息振決国債の担保残高を加えた額となります。詳しくは、巻末の［参考］に掲載する計算式を参照してください。
（注２）照会対象の銘柄が照会日の翌営業日または２営業日後の日が償還日である物価連動国債の場合には、利子配分額等に照会時点における国債残高にもとづく元本増加額を含みます。ただし、利払日の前営業日の午後３時前に照会するときは、日本銀行に担保として差入れられている当該物価連動国債の担保残高を加えた国債残高にもとづく元本増加額となります。詳しくは、巻末の［参考］に掲載する計算式を参照してください。
（注３）照会日の２営業日後の日を利払日とする銘柄を指定する場合であっても、照会日が他の銘柄の利払日の前営業日に当たるときは、この期間中は実施することができません。
	入力画面
	


（基本領域）
	■744106国債振替決済・照会
■利子配分額明細

	種別
	 ① 

	口座区分
	 ② 　口座区分を指定する場合のみ入力

	銘柄
	　　　③　　　 コード検索　 銘柄を指定する場合のみ入力

	□入力データ固定　　　　　　　　　　　　　　　　　連　続　　　実　行　　キャンセル　


	入力手順
	


①　　種別コードを入力します。
（例）信託口１…… ［01］
種別名なしの種別の場合には、入力を省略することができます。

②および③を入力しない場合には、①を入力後 実行 ボタンを押します。

②　　口座区分コードを入力します。
（例）自己口Ⅰ……［01］
口座区分を指定する場合に入力します（指定しない場合には、照会対象の利子計算用残高または元本増加額がゼロでない（注）全口座区分が対象となります。）。

（注）利子計算用残高についてはマイナスの場合を含みます。③において同じです。

③を入力しない場合には、②を入力後 実行 ボタンを押します。

③　　利払対象銘柄の銘柄コードを入力します。
（例）利付国庫債券（１０年）第３０１回……［JP1103011969］
利払対象銘柄を指定する場合に入力します（指定しない場合には、照会対象の利子計算用残高または元本増加額がゼロでない全利払対象銘柄が対象となります。）。

③を入力後 実行 ボタンを押します。

	出力帳票
	


日本銀行は、「共通受付済応答」（Z***-*****）を送信し、また、次に掲げる出力帳票に関する電文を送信します。

（別領域）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7441-00600）

国債振替決済利子配分額明細表　　　　　　　　　　　　　      　　分割番号    （注１）

参加者　    　            （注２）　　種別　  　            （注３）　利子支払期日　        （支払日　        ）（注４）　　 　単位　円
銘　柄　　　　利率（％）   （連動係数）  口座区分         利子計算用残高　　　　　　　 利　子　額                 所得税額

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 　           元本増加額　　　　　　 所得税差引額
　　　　　　（注５）
                     （注６） （         ） （注７）
                                                                        （注８）                    （注９）                    （注１１）
                                                                        （注７）                    （注１０）                   （注１２）

                                            計（注１３）                    （注７）                    （注８）                   
                                            計（注12）                     （注７）                    （注８）                   

合　計 （注１４）                                                           （注７）                    （注８）                   
合　計 （注13）                                                            （注７）                    （注８）                   

総　計 （注１５）                                                           （注７）                    （注８）                   
合　　　　　計 （注13）                                                            （注７）                    （注８）                   
合　計 （注13）              　　　　                                              （注７）                    （注８）                    （注１６）
（注１）分割番号が表示されます。明細数が５８０明細を超える場合には、電文が分割され、分割の都度、分割番号が更新されます。なお、明細については、銘柄・口座区分ごとの各明細（各２行）を１明細とします（「計」、「合計」および「総計」は含みません。）。

（注２）振決参加者の金融機関等コードおよび金融機関等名が表示されます。

（注３）種別コードおよび種別名が表示されます。ただし、種別名なしの種別の場合には、種別名は表示されません。

（注４）利子支払期日および支払日（利払日）が表示されます。「利子配分額明細」で銘柄を指定しなかった場合において、利子支払期日または支払日の異なる複数の銘柄が対象となるときは、利子支払期日・支払日ごとに別葉で出力されます。

（注５）照会対象の利子計算用残高および元本増加額がゼロの場合には、「該当データなし」の旨が表示されます。

（注６）利率が表示されます。ただし、分離利息振決国債の場合には、みなし割引率が表示されます。

（注７）物価連動国債の場合に限り、連動係数が表示されます。物価連動国債以外の場合には表示されません。

（注８）照会時点における利子計算用残高（分離利息振決国債の場合には、国債残高）が表示されます。当該利子計算用残高がマイナスとなる場合には、利子計算用残高の冒頭に符号「－」を付して表示されます。

（注９）利子計算用残高にもとづく利子額が表示されます（分離利息振決国債の場合には、（注８）と同額が表示されます。）。ただし、利子計算用残高がマイナスの場合には表示されません。

（注１０）利子支払期日が償還期日である物価連動国債の場合には、照会時点における国債残高にもとづく元本増加額が表示されます。当該物価連動国債以外の場合には表示されません。

（注１１）利子額にもとづく所得税額が表示されます。ただし、利子計算用残高がマイナスの場合には表示されません。

（注１２）利子額から所得税額を控除した金額と元本増加額の合計が表示されます。ただし、利子計算用残高がマイナスの場合には表示されません。

（注１３）銘柄別の全口座区分の合計が表示されます。

（注１４）全銘柄の口座区分別の合計が表示されます（複数の利子支払期日・支払日について出力される場合には、利子支払期日・支払日ごとに表示されます。）。

（注１５）全銘柄の全口座区分の合計が表示されます（複数の利子支払期日・支払日について出力される場合には、利子支払期日・支払日ごとに表示されます。）。

（注１６）一の分割番号の最終ページにおいて、当該分割番号の次の分割番号がある場合には、当該最終ページの右下部に「＊＊＊続きあり＊＊＊」と表示されます。次の分割番号がない場合には、「＊＊＊終了＊＊＊」と表示されます。

	業 務 処 理 区 分
	コード
	入力方式

	国債振替決済
	照会
	利子配分先変更状況
	７４４１０７
	オペレータ１鑑


	概　要
	


オンライン振決参加者が、自己の参加者口座における「利子配分先変更」（取消されたものを除きます。）の状況を照会します。
「利子配分先変更状況」の照会は、照会日の２営業日後の日または翌営業日を利払日とする銘柄を対象に行うことができます。

なお、オンライン請求分のみでなく、書面請求分も照会できます。

「利子配分先変更状況」の照会は、利払日の前営業日の午後３時以後、「国債振替決済利子配分先変更処理（事前入力分）終了通知」（7413-01500）を受信するまでの間は、実施することができません（注）。また、利払日の２営業日前の日の午後３時から数分間も、実施することができません。
（注）照会日の２営業日後の日を利払日とする銘柄を指定する場合であっても、照会日が他の銘柄の利払日の前営業日に当たるときは、この期間中は実施することができません。
	入力画面
	


（基本領域）
	■744107 国債振替決済・照会
■利子配分先変更状況

	種別
	 ① 

	口座区分
	 ② 　口座区分を指定する場合のみ入力

	銘柄
	　　　③　　　　コード検索　 銘柄を指定する場合のみ入力

	□入力データ固定　　　　　　　　　　　　　　　　　連　続　　　実　行　　キャンセル


	入力手順
	


①　　種別コードを入力します。
（例）分別管理口……［30］

種別名なしの種別の場合には、入力を省略することができます。

②および③を入力しない場合には、①を入力後 実行 ボタンを押します。

②　　口座区分コードを入力します。
（例）自己口Ⅰ……［01］

口座区分を指定する場合に入力します（指定しない場合には、照会対象の「利子配分先変更」にかかる全口座区分が対象となります。）。

③を入力しない場合には、②を入力後 実行 ボタンを押します。

③　　利払対象銘柄（分離利息振決国債を除きます。）の銘柄コードを入力します。
（例）利付国庫債券（１０年）第３０１回……［JP1103011969］

利払対象銘柄を指定する場合に入力します（指定しない場合には、照会対象の「利子配分先変更」にかかる全利払対象銘柄が対象となります。）。

③を入力後 実行 ボタンを押します。

	出力帳票
	


日本銀行は、「共通受付済応答」（Z***-*****）を送信し、また、次に掲げる出力帳票に関する電文を送信します。

（別領域）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7441-00700）
	国債振替決済利子配分先変更状況　　　　　　　　　　　　　　　　分割番号   (注１）
参加者　    　　　　　　　　（注２）　種別　  　　　　　　　　（注３）
（注４）　　　　　　　　　　　　（注５）
銘　柄　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　口座区分　　　－－－－ 変更後 －－－－　　－－－－ 変更前 －－－－

相手先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 件数　　　　額面金額（円）　件数　　　　額面金額（円）

（注６）
             　　　　　　　　　　　　　　        　　　　　　
         　　　　　（　　　　　）　　　　（注７）                   　　　　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注８）



（注１）分割番号が表示されます。明細数が７００明細を超える場合には、電文が分割され、分割の都度、分割番号が更新されます。なお、明細については、銘柄・口座区分・相手先ごとの各明細（各２行）を１明細とします。
（注２）振決参加者の金融機関等コードおよび金融機関等名が表示されます。

（注３）種別コードおよび種別名が表示されます。ただし、種別名なしの種別の場合には、種別名は表示されません。

（注４）照会対象の振決参加者、種別および口座区分を利子配分先（変更後）とし、相手先を利子配分先（変更前）とする「利子配分先変更」（取消されたものを除きます。）の件数および額面金額の合計が表示されます。

（注５）照会対象の振決参加者、種別および口座区分を利子配分先（変更前）とし、相手先を利子配分先（変更後）とする「利子配分先変更」（取消されたものを除きます。）の件数および額面金額の合計が表示されます。
（注６）照会対象の「利子配分先変更」がない場合には、「該当データなし」の旨が表示されます。
（注７）相手先の参加者・種別・口座区分コード、金融機関等名、種別名および口座区分名が表示されます。ただし、種別名なしの種別の場合には、種別名は表示されません。

（例）みずほ銀行・種別名なしの種別・自己口Ⅰ

……「00010001　みずほ　　　　　　　　　　　　自己口Ⅰ」

三菱ＵＦＪ銀行・分別管理口・自己口Ⅰ

……「00053001　三菱ＵＦＪ　（分別管理口　　）自己口Ⅰ」
（注８）一の分割番号の最終ページにおいて、当該分割番号の次の分割番号がある場合には、当該最終ページの右下部に「＊＊＊続きあり＊＊＊」と表示されます。次の分割番号がない場合には、「＊＊＊終了＊＊＊」と表示されます。

	業 務 処 理 区 分
	コード
	入力方式

	国債振替決済
	照会
	利子配分先変更終了状況
	７４４１０８
	オペレータ１鑑


	概　要
	


オンライン振決参加者が、自己の参加者口座の照会時点における利子配分先変更終了の実行状況を照会します。
	入力画面
	


（基本領域）
	■744108 国債振替決済・照会

■利子配分先変更終了状況

	「実行」を押下して下さい。

	□入力データ固定　　　　　　　　　　　　　　　　　連　続　　　実　行　　キャンセル


	入力手順
	


 実行 ボタンを押します。
	出力帳票
	


（別領域）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7441-00800）
	国債振替決済利子配分先変更終了状況

　　　（注）



（注）利子配分先変更終了が行われている場合には「実行済」と、利子配分先変更終了が行われていない場合には「未実行」と表示されます。

	業　務　処　理　区　分
	コード
	入力方式

	国債振替決済
	照会データ

ファイル取得
	残高
	７４４２０１
	オペレータ１鑑


	概　要
	


オンライン振決参加者が、自己の参加者口座の国債残高のデータファイルを取得します。
ダウンロード区分において、当日分を指定した場合には照会時点（注１）における国債残高（注２）
（注３）のデータファイルを、過日分を指定した場合には指定した対象日（照会日の属する月の前月第１営業日から照会日の前営業日までの日に限ります。）における最終残高（注２）のデータファイルを、それぞれ取得します。
（注１）受払が行われた直後に対象日を照会日当日とする照会を行った場合には、その照会結果に当該受払による国債残高の異動が反映されていない場合がありますので、注意してください（（注３）の場合には、取分け中残高についても同様です。）。

（注２）国債残高が存在する全種別・口座区分の照会が可能です。また、指定した対象日の受払により国債残高がゼロとなった種別・口座区分についても、照会が可能です（国債残高はゼロで出力されます。）。
（注３）照会者が国債ＤＶＰ（ＣＢＬ）約定金融機関等である場合において、当該国債残高に取分け中残高が含まれているときは、取分け中残高も表示されます。
	入力画面
	


（基本領域）

	■744201 国債振替決済
■残高

	ダウンロード区分
	① ◎ 当日分  ○ 過日分

	対象日
	　　②　　

	種別
	 ③ 

	口座区分
	 ④ 

	銘柄
	　　　⑤　　　 コード検索

	
	□入力データ固定　　
	　　連　続　　　実　行　　キャンセル


	入力手順
	


①　　ダウンロード区分を指定します。
対象日を照会日とする場合には当日分を、対象日を照会日の前営業日以前の日とする場合には過日分を指定します。

②以降を入力しない場合には、①を指定後 実行 ボタンを押します。
過日分を指定した場合には、②を入力します。
②　　対象日（照会日の属する月の前月第１営業日から照会日までの日に限ります。）を入力します。
年月日（和暦または西暦のいずれか一方）を入力します。

（例）令和２年４月１日　（和暦）……［020401］

　　　　　　　〃　　　　（西暦）……［20200401］

①で当日分を指定した場合には、入力を省略することができます。この場合において、照会日以外の日を指定したときは、エラーとなります。

①で過日分を指定した場合には、照会日の属する月の前月第１営業日から照会日の前営業日までの日に限り指定することができます。これ以外の日を入力した場合または入力しなかった場合には、エラーとなります。
③以降を入力しない場合には、②を入力後 実行 ボタンを押します。

③　　種別コードを入力します。

（例）種別名なしの種別……［00］

種別を指定する場合に入力します（指定しない場合には、照会対象の国債残高が存在する全種別が対象となります。）。

④以降を入力しない場合には、③を入力後 実行 ボタンを押します。

④　　口座区分コードを入力します。
（例）自己口Ⅰ……［01］
口座区分を指定する場合に入力します（指定しない場合には、照会対象の国債残高が存在する全口座区分が対象となります。）。
⑤を入力しない場合には、④を入力後 実行 ボタンを押します。

⑤　　銘柄コードを入力します。
（例）利付国庫債券（１０年）第３０１回……［JP1103011969］
銘柄を指定する場合に入力します（指定しない場合には、照会対象の国債残高が存在する全銘柄が対象となります。）。
⑤を入力後 実行 ボタンを押します。

	処理結果
	


処理結果の画面表示後に、取得したファイルの「保存」等の操作を促す通知バーが表示された場合には、速やかにファイルの保存操作を行います（注）。
（注）必ず保存ボタンまたは保存ボタン横の▼ボタンを押し、一旦ファイルを保存してください（通知バーのファイルを開くボタンによりファイルを直接開かないでください。）。詳しくは、利用細則（共通事務）第２編Ⅲ．１１．（２）ハ．を参照してください。
	データファイルの出力項目
	


取得されるデータファイルの出力項目については次のとおりです。
	出力項目

	・対象日（注１）
・参加者コード（注２）
・参加者名（注２）
・種別コード（注３）
・種別名（注３）
・口座区分コード

・口座区分名

・国債名称コード（注４）
・国債名称（注４）
・銘柄コード

・銘柄名

・国債残高（注５）（注６）
・利率（注７）
・利子支払期（月日）（注８）
・償還期日（注１）（注９）


（注１）西暦で表示されます。
（注２）振決参加者の金融機関等コードおよび金融機関等名が表示されます。

（注３）種別コードおよび種別名が表示されます。ただし、種別名なしの種別の場合には、種別名は表示されません。

（注４）利用細則（国債発行関係事務）第３編の銘柄コードの①に定める国債名称コードおよび略称が表示されます。

（注５）円単位で表示されます。
（注６）対象日を照会日とする場合において、照会者が国債ＤＶＰ（ＣＢＬ）約定金融機関等であり、かつ、対象となる銘柄が取分けの状態となっているときは、当該銘柄の国債残高が表示された行の次行にそれぞれ次のとおり表示されます。

　　　　種別名　……「取分け中残高」と表示されます。

　　　　国債残高……当該銘柄の取分け中残高が表示されます。
なお、上記以外の項目の表示内容は、前行と同じです。具体的な表示方法については、＜参考＞を参照してください。
（注７）対象となる銘柄が利付国債である場合にのみ表示されます。この場合、当該銘柄の対象日時点で適用されている利率が表示されます。

（注８）対象となる銘柄が利付国債である場合（対象日が当該銘柄の償還期日である場合を除きます。）にのみ表示されます。この場合、当該銘柄の対象日後の直近の利子支払期（月日）が表示されます。

（注９）対象となる銘柄が分離利息振決国債である場合には、利子支払期日が表示されます。
＜参考＞
取分け中残高が表示される場合の出力例（注）は次のとおりです。
　○○○銀行・種別名なしの種別・自己口Ⅰにおいて、利付国庫債券（１０年）第３５０回（国債残高：5,000,000円）のうち、2,000,000円が取分けの状態となっている場合

	対象日
	
	参加者名
	種別コード
	種別名
	口座区分コード
	口座区分名
	
	銘柄名
	国債残高
	
	償還期日

	2022/9/9
	
	○○○
	00
	
	01
	自己口Ⅰ
	
	利付国（10年）第350回
	5,000,000
	
	2028/3/20

	2022/9/9
	
	○○○
	00
	取分け中残高
	01
	自己口Ⅰ
	
	利付国（10年）第350回
	2,000,000
	
	2028/3/20


（注）照会データExcel変換ツール（照会データファイル取得機能により取得したデータを一覧性のある表形式で表示するために日本銀行が利用先に提供したマクロ機能をいいます。）を用いて一覧表示させた場合の出力例です。

	業　務　処　理　区　分
	コード
	入力方式

	国債振替決済
	照会データ

ファイル取得
	受払済明細
	７４４２０２
	オペレータ１鑑


	概　要
	


オンライン振決参加者が、自己の参加者口座における受払済の明細（注１）のデータファイルを取得します。

ダウンロード区分において、当日分を指定した場合には、受払日を照会日当日とする実行済の受払の明細（注２）に関するデータファイルを、過日分を指定した場合には、受払日（照会日の属する月の前月第１営業日から照会日の前営業日までの日に限ります。）を指定した日とする受払の明細に関するデータファイルを、それぞれ取得します。

（注１）国債振替決済関係事務以外の事務にかかる受払を含み、償還による払出および分離利息振決国債の利払による払出を除きます。

（注２）受払が行われた直後に受払日を照会日当日とする照会を行った場合には、その照会結果に当該受払の明細が含まれない場合がありますので、注意してください。
	入力画面
	


（基本領域）

	■744202 国債振替決済
■受払済明細

	ダウンロード区分
	① ◎ 当日分  ○ 過日分

	受払日
	　　②　　

	国債受払区分
	③（必須）　受入：１　払出：２

	受付番号
	　　④　　

	取引ＩＤ
	　　　　　　　　 ⑤ 　　　　　　　　　

	種別
	 ⑥ 

	口座区分
	 ⑦ 

	相手先・参加者
	　⑧　 コード検索

	相手先・種別
	 ⑨ 

	相手先・口座区分
	 ⑩ 

	銘柄
	　　　⑪　　　 コード検索

	利子支払期（月日）
	　⑫　

	償還期日
	　　⑬　　

	
	□入力データ固定　　
	　　連　続　　　実　行　　キャンセル


	入力手順
	


①　　ダウンロード区分を指定します。
受払日を照会日とする場合には当日分を、受払日を照会日の前営業日以前の日とする場合には過日分を指定します。

　　　　過日分を指定した場合には、②を入力します。

②　　受払日（照会日の属する月の前月第１営業日から照会日までの日に限ります。）を入力します。
年月日（和暦または西暦のいずれか一方）を入力します。

（例）令和２年４月１日　（和暦）……［020401］

　　　　　　　〃　　　　（西暦）……［20200401］

①で当日分を指定した場合には、入力を省略することができます。この場合において、照会日以外の日を指定したときは、エラーとなります。

①で過日分を指定した場合には、照会日の属する月の前月第１営業日から照会日の前営業日までの日に限り指定することができます。これ以外の日を入力した場合または入力しなかった場合には、エラーとなります。
③　　国債受払区分コードを入力します。

受入……［1］

払出……［2］

④以降を入力しない場合には、③を入力後 実行 ボタンを押します。

④　　受付番号を入力します。
（例）［2001000001］

受付番号を指定する場合に入力します（指定しない場合には、照会対象の受払にかかる全受付番号が対象となります。）。
⑤以降を入力しない場合には、④を入力後 実行 ボタンを押します。

⑤　　取引ＩＤ（３５文字以内）を入力します。
（例）（ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪＫＬＭＮＯＰＱＲＳＴＵＶＷＸＹＺＡＢＣＤＥＦＧＨＩ）……［ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZABCDEFGHI］
取引ＩＤを指定する場合に入力します（指定しない場合には、照会対象の受払にかかる全取引ＩＤが対象となります。）。

①で過日分を指定した場合において、「半角ダブルクォーテーション（”）」および「半角カンマ（,）」を含む取引ＩＤを指定するときは、これらの部分を半角スペースに置き換えて入力します。
（例）取引ＩＤに「半角ダブルクォーテーション（”）」および「半角カンマ（,）」が含まれている場合（１”Ａ，Ｂ”２）……［1△A△B△2］（△は半角スペース）

⑥以降を入力しない場合には、⑤を入力後 実行 ボタンを押します。

⑥　　種別コードを入力します。
（例）種別名なしの種別……［00］

種別を指定する場合に入力します（指定しない場合には、照会対象の受払にかかる自己の参加者口座の全種別が対象となります。）。
⑦以降を入力しない場合には、⑥を入力後 実行 ボタンを押します。

⑦　　口座区分コードを入力します。
（例）自己口Ⅰ……［01］
口座区分を指定する場合に入力します（指定しない場合には、照会対象の受払にかかる自己の参加者口座の全口座区分が対象となります。）。
⑧以降を入力しない場合には、⑦を入力後 実行 ボタンを押します。

⑧　　受払の相手先の振決参加者の金融機関等コードを入力します。
（例）みずほ銀行（０００１）……［1］
相手先の振決参加者を指定する場合に入力します（指定しない場合には、照会対象の受払にかかる全相手先の振決参加者が対象となります。また、⑨および⑩も指定しない場合には、相手先のない受払（注）も対象となります。）。

（注）新規記録、証券受入、登録国債による受入、元利分離、元利統合またはその他の事由により日本銀行が行う相手先のない受払をいいます。以下この業務処理区分において同じです。
③で「１」（受入）を指定した場合には払出先参加者の金融機関等コードを、「２」（払出）を指定した場合には受入先参加者の金融機関等コードを入力します。

なお、ＢＩＣコードを入力することはできません。

⑨以降を入力しない場合には、⑧を入力後 実行 ボタンを押します。

⑨　　受払の相手先の種別コードを入力します。
（例）種別名なしの種別……［00］
相手先の種別を指定する場合に入力します（指定しない場合には、照会対象の受払にかかる全相手先の種別が対象となります。また、⑧および⑩も指定しない場合には、相手先のない受払も対象となります。）。

⑩以降を入力しない場合には、⑨を入力後 実行 ボタンを押します。

⑩　　受払の相手先の口座区分コードを入力します。
（例）自己口Ⅰ……［01］

相手先の口座区分を指定する場合に入力します（指定しない場合には、照会対象の受払にかかる全相手先の口座区分が対象となります。また、⑧および⑨も指定しない場合には、相手先のない受払も対象となります。）。

⑪以降を入力しない場合には、⑩を入力後 実行 ボタンを押します。

⑪　　銘柄コードを入力します。 
（例）利付国庫債券（１０年）第３０１回……［JP1103011969］
銘柄を指定する場合に入力します（指定しない場合には、照会対象の受払にかかる全銘柄が対象となります。）。

⑫以降を入力しない場合には、⑪を入力後 実行 ボタンを押します。

⑫　　利子支払期（月日）を入力します。

（例）９月２０日を利子支払期（月日）とする銘柄を対象とする場合……［0920］

銘柄の利子支払期（月日）を指定する場合に入力します（指定しない場合には、
照会対象の受払にかかる全銘柄が対象となります。）。

⑬を入力しない場合には、⑫を入力後 実行 ボタンを押します。

⑬　　償還期日（分離利息振決国債の場合には利子支払期日）を入力します。
年月日（和暦または西暦のいずれか一方）を入力します。

（例）令和２年９月２０日を償還期日とする銘柄を対象とする場合
　　　　　　　　　　　　　　　　　（和暦）……［020920］

　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　   　　（西暦）……［20200920］

銘柄の償還期日を指定する場合に入力します（指定しない場合には、照会対象の受払にかかる全銘柄が対象となります。）。

⑬を入力後 実行 ボタンを押します。

	処理結果
	


処理結果の画面表示後に、取得したファイルの「保存」等の操作を促す通知バーが表示された場合には、速やかにファイルの保存操作を行います（注）。
（注）必ず保存ボタンまたは保存ボタン横の▼ボタンを押し、一旦ファイルを保存してください（通知バーのファイルを開くボタンによりファイルを直接開かないでください。）。詳しくは、利用細則（共通事務）第２編Ⅲ．１１．（２）ハ．を参照してください。
	データファイルの出力項目
	


取得されるデータファイルの出力項目については次のとおりです。
	出力項目

	・受払日（注１）
・国債受払区分コード

・国債受払区分名

・受付番号

・取引ＩＤ（注２）
・摘要コード

・摘要名

・参加者コード（注３）
・参加者名（注３）
・種別コード（注４）
・種別名（注４）
・口座区分コード

・口座区分名

・相手先・参加者コード（注５）
・相手先・参加者名（注５）
・相手先・種別コード（注５）
・相手先・種別名（注５）
・相手先・口座区分コード（注５）
・相手先・口座区分名（注５）
・銘柄コード

・銘柄名

・額面金額（注６）
・記事（下記以外）（注７）（注８）
・ＢＩＣ（記事（払出先関係者１））（注７）
・ＢＩＣ以外（記事（払出先関係者１））（注７）（注８）
・コード設定主体（記事（払出先関係者１））（注７）（注８）
・口座情報（記事（払出先関係者１））（注７）（注８）
・ＢＩＣ（記事（払出先関係者２））（注７）
・ＢＩＣ以外（記事（払出先関係者２））（注７）（注８）
・コード設定主体（記事（払出先関係者２））（注７）（注８）
・口座情報（記事（払出先関係者２））（注７）（注８）
・ＢＩＣ（記事（払出先関係者３））（注７）
・ＢＩＣ以外（記事（払出先関係者３））（注７）（注８）
・コード設定主体（記事（払出先関係者３））（注７）（注８）
・口座情報（記事（払出先関係者３））（注７）（注８）
・ＢＩＣ（記事（払出先関係者４））（注７）
・ＢＩＣ以外（記事（払出先関係者４））（注７）（注８）
・コード設定主体（記事（払出先関係者４））（注７）（注８）
・口座情報（記事（払出先関係者４））（注７）（注８）
・ＢＩＣ（記事（受入先関係者１））（注７）
・ＢＩＣ以外（記事（受入先関係者１））（注７）（注８）
・コード設定主体（記事（受入先関係者１））（注７）（注８）
・口座情報（記事（受入先関係者１））（注７）（注８）
・ＢＩＣ（記事（受入先関係者２））（注７）
・ＢＩＣ以外（記事（受入先関係者２））（注７）（注８）
・コード設定主体（記事（受入先関係者２））（注７）（注８）
・口座情報（記事（受入先関係者２））（注７）（注８）
・ＢＩＣ（記事（受入先関係者３））（注７）
・ＢＩＣ以外（記事（受入先関係者３））（注７）（注８）
・コード設定主体（記事（受入先関係者３））（注７）（注８）
・口座情報（記事（受入先関係者３））（注７）（注８）
・ＢＩＣ（記事（受入先関係者４））（注７）
・ＢＩＣ以外（記事（受入先関係者４））（注７）（注８）
・コード設定主体（記事（受入先関係者４））（注７）（注８）
・口座情報（記事（受入先関係者４））（注７）（注８）
・ＢＩＣ（記事（適格外国仲介業者））（注７）
・ＢＩＣ以外（記事（適格外国仲介業者））（注７）（注８）
・コード設定主体（記事（適格外国仲介業者））（注７）（注８）
・利子支払期（月日）（注９）
・償還期日（注１）（注１０）
・取扱店コード（注１１）
・取扱店名（注１１）
・受払日(実日付)（注１）（注１２）

・実行時刻（注１２）


（注１）西暦で表示されます。

（注２）「半角ダブルクォーテーション（”）」および「半角カンマ（,）」が含まれる場合には、これらは半角スペースに変換されて表示されます。

（注３）振決参加者の金融機関等コードおよび金融機関等名が表示されます。

（注４）種別コードおよび種別名が表示されます。ただし、種別名なしの種別の場合には、種別名は表示されません。

（注５）相手先（国債受払区分が受入である場合には払出先、国債受払区分が払出である場合には受入先）の振決参加者の金融機関等コードおよび金融機関等名、種別コードおよび種別名（種別名なしの種別の場合を除きます。）ならびに口座区分コードおよび口座区分名が表示されます（同一の参加者口座内の振替の場合にも表示されます。）。ただし、相手先のない受払の場合には、表示されません。

（注６）円単位で表示されます。

（注７）当日分の場合（各記事が入力された場合に限ります。）にのみ表示されます。なお、国債資金同時受渡にかかる受払分にあっては、「払出先関係者」を「国債払出先関係者」と、「受入先関係者」を「国債受入先関係者」と読み替えるものとします。

（注８）「半角ダブルクォーテーション（”）」、「半角カンマ（,）」および「改行コード」が含まれる場合には、これらは半角スペースに変換されて表示されます。

（注９）対象となる銘柄が利付国債である場合にのみ表示されます。この場合、当該銘柄の受払日後の直近の利子支払期（月日）（利子支払期（月日）を入力した場合には、当該利子支払期（月日））が表示されます。

（注１０）対象となる銘柄が分離利息振決国債である場合には、利子支払期日が表示されます。

（注１１）日銀入力分の場合にのみ表示されます。この場合、明細の送信を行った日本銀行本支店の店舗コードおよび店舗名が表示されます。

（注１２）受払の実行日および実行時刻が表示されます。
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